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いた｡通常の DNA複製時につかわれる DNAポリメラーゼ8や DNAポリメラーゼE
は複製忠実度が高く､間違った塩基を取り込んだ場合その塩基を除去する 3,→5,エ
キソヌクレアーゼ活性 (校正機能)を持つ (表3)｡しかし､DNAポリメラーゼ可ま､
校正機能を有せず､損傷のない鋳型 DNA に対して 18-380塩基の DNA合成につ
き一回の塩基置換を起こし非常に複製忠実度が低いことが明らかになった [18]｡ま
た､DNA ポ.リメラーゼ再ま､一度に数塩基しか合成できなかったoこれは､生体内
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